
地域防災における男女共同参画の推進事業 【神奈川県横浜市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 ６８１ 千円

交付金額 ３１５ 千円

事業番号 ３

これまでの災害において、避難所等で女性と男性のニ
ーズの違いが配慮されないなどの課題が生じていた。
横浜市においても女性の意見が方針決定に適切に反
映されるために、地域防災への女性の参画を推進する
ことが重要である。

男女共同参画の視点を取り入れた地域防災拠点運営
の必要性の理解促進図り、地域防災拠点の運営委員長
、役員を対象に市内３か所で講演を行った。事例の紹介
や意見交換を行いながら、市内の防災拠点で多様な視
点での避難所運営ができることを目指した。

地域防災拠点の運営に女性の視点を取り入れることの
意義を共有し、女性参画を促進する。

【目標値】受講者の中で地域防災において女性の参画
が重要であると考える割合 70％

・公益財団法人横浜市男女共同参画推進協会
（研修の企画・運営）

男女共同参画の視点の取り入れた地域防災拠点を市
域全体に広げるため、引き続き当事者性を持って活動
できる女性人材の育成が重要である。また同時に、地
域防災拠点参与である市職員に対しても男女共同参画
の視点を取り入れた防災の重要性を啓発していくことが
必要である。

横浜市地域防災拠点459か所のうち、112か所（24.4％）

から拠点長・運営委員名が参加し、男女共同参画の視
点を取り入れた防災の重要性について理解を深めた。
また、「拠点での女性の力の活用を再認識できた」等の
回答があり、男女共同参画の重要性の理解を深めるこ
とができた。【実績】受講者の中で地域防災において女
性の参画が重要であると考える割合 80.8%



事業の概要

●実施概要●募集チラシ
回 日時 会場 内容
１回
目

１０/９(水)
１０:００～１２:０
０

男女共同参画セ
ンター横浜（戸塚
区）

＜第１部＞基調講演

「避難所の運営の質を左右する視点とは？～能
登半島地震をはじめとした近年の被災地に学ぶ」

講師 浅野幸子 （減災と男女共同参画研修推進
センター 共同代表、早稲田大学地域社会と危機
管理研究所 招聘研究員）
＜第２部＞活動報告

「女性の参画がいきた地域防災拠点運営のヒント
～地元横浜での取組みから考える」

講師 和泉禮子 （旭区東希望が丘小学校地域防
災拠点運営委員長）
＜第３部＞トークセッション
スピーカー 浅野幸子、和泉禮子

２回
目

１１/１２(火)
１０:００～１２:０
０

男女共同参画セ
ンター横浜北（青
葉区）

内容、登壇者は１回目と同様

３回
目

１/２５(土)
１０:００～１２:０
０

関内ホール小
ホール （中区）

内容は１回目と同様、登壇者は一部変更
＜第１部＞基調講演
１回目と同様
＜第２部＞活動報告

「女性の参画がいきた地域防災拠点運営のヒント
～地元横浜での取組みから考える」
講師 古内敏子(中山小学校地域防災拠点副運
営委員長/中山自治会副会長)
＜第３部＞トークセッション
スピーカー 浅野幸子、古内敏子、石走祐介(緑区
役所 総務課 危機管理担当)
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